
山
やま

川
かわ

　邦
くに

夫
お

　

キ
ク
科
の
野
菜
に
は
レ
タ
ス（
チ
シ
ャ
）

の
ほ
か
、
ゴ
ボ
ウ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
フ
キ
、

エ
ン
ダ
イ
ブ
、
チ
コ
リ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
チ

ョ
ー
ク
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

属
が
異
な
る
も
の
が
多
く
、
共
通
特
性
を

取
り
上
げ
る
の
は
難
し
い
の
で
、
こ
こ
で

は
レ
タ
ス
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
ゴ
ボ
ウ
だ
け

を
取
り
上
げ
ま
す
。

レ
タ
ス

　

レ
タ
ス
と
チ
シ
ャ
は
同
じ
種し

ゅ

の
野
菜
で

原
産
は
地
中
海
、
近
東
、
中
央
ア
ジ
ア
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
達
し

た
レ
タ
ス
の
グ
ル
ー
プ
と
、
中
国
な
ど
で

発
達
し
、
日
本
で
も
古
来
栽
培
さ
れ
て
、

チ
シ
ャ
と
呼
ば
れ
て
き
た
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
現
在
レ
タ
ス
と
い
え
ば
結

球
レ
タ
ス（
玉
レ
タ
ス
）、
そ
れ
も
、「
ク
リ

ス
プ
ヘ
ッ
ド
」
と
呼
ば
れ
る
、
葉
に
光
沢

が
あ
り
、
葉
縁
に
欠
刻
、
葉
面
に
し
わ
の

あ
る
タ
イ
プ
の
品
種
群
の
み
を
指
す
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
結
球
タ
イ
プ
に
は
ク
リ

ス
プ
ヘ
ッ
ド
の
ほ
か
に
結
球
が
や
や
ゆ
る

く
、
葉
縁
の
欠
刻
、
葉
面
の
し
わ
が
少
な

く
、
葉
肉
が
や
わ
ら
か
い
「
バ
タ
ー
ヘ
ッ

ド
」
と
呼
ば
れ
る
品
種
群
が
あ
り
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
バ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
が
結
球

レ
タ
ス
の
主
流
で
す
が
、
日
本
で
は
バ
タ

ー
ヘ
ッ
ド
は
結
球
前
の
若
株
利
用
が
主
で

あ
り
、
一
般
に
サ
ラ
ダ
ナ
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

葉
が
長
円
形
で
紡
錘
型
に
立
ち
上
が
っ

て
ゆ
る
く
結
球
す
る
も
の
に
コ
ス
レ
タ
ス

（
立
ち
レ
タ
ス
）
が
あ
り
、
サ
ラ
ダ
の
ほ

か
各
種
の
料
理
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

不
結
球
の
も
の
に
リ
ー
フ
（
葉
）
レ
タ

ス
が
あ
り
ま
す
。
葉
に
縮
み
が
あ
る
も
の

が
多
く
、
葉
が
赤
紫
の
も
の
は
サ
ニ
ー
レ

タ
ス
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

以
上
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
品
種
は
幕
末
に

一
部
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
格
的
な
栽

培
は
戦
後
昭
和
30
年
ご
ろ
か
ら
、
当
時
の

「
洋
菜
類
」
の
中
心
と
し
て
急
速
に
普
及

結球レタス

↑クリスプヘッド型。葉に
光沢、葉縁に欠刻、葉面
にしわがある。日本で最
も一般的に栽培されてい
るレタス。

↑バターヘッド型。結球が
ゆるく、葉縁の欠刻、葉
面のしわが少ない。日本
では一般に「サラダナ」
として若株が利用される。

↑紡錘形に立ち上が
って結球するコス
レタス。

第
16
回

タキイ園芸
専門学校

元校長が解
説

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

キ
ク
科
野
菜 

レ
タ
ス
・
シ
ュ
ン
ギ
ク
・
ゴ
ボ
ウ

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

～
栽
培
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
～
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昭和30年東京大学農学部卒、同年農林省入省。九州農業試
験場でイチゴの品種改良、放射線育種場に移り、米国留学
研究を含めた、放射線生物研究論文で農学博士（東京大学）
受位。野菜試験場に移り、耐病性育種に関する研究で農林
水産大臣賞および園芸学会賞受賞。昭和63年野菜・茶業試
験場場長、平成₄年農林水産省退官後、タキイ研究農場長、
同園芸専門学校長を経て、平成16年退社。
著書：「野菜の生態と作型」（農山漁村文化協会）ほか。



し
ま
し
た
。

　

一
方
、
東
洋
で
発
達
し
た
チ
シ
ャ
は
一

般
に
茎
が
上
に
伸
び
る
こ
と
か
ら
、
ク
キ

（
茎
）
チ
シ
ャ
と
か
ス
テ
ム
レ
タ
ス
と
呼

ば
れ
ま
す
。
日
本
で
は
下
葉
か
ら
順
次
か

き
と
っ
て
葉
を
利
用
す
る
カ
キ
（
掻
）
チ

シ
ャ
と
し
て
奈
良
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
葉
の
品
質
の
や

わ
ら
か
い
レ
タ
ス
が
栽
培
の
主
流
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
欠
点
で
も
あ
っ
た
葉
の

か
た
さ
が
焼
肉
料
理
の
敷
物
、
包
み
も
の

と
し
て
適
し
、
一
部
復
活
し
て
い
ま
す
。

　

葉
で
は
な
く
茎
を
利
用
す
る
品
種
は
中

国
で
改
良
さ
れ
、
茎
が
太
く
や
わ
ら
か
く
、

皮
を
む
い
て
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
も
用
い

ら
れ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
レ
タ
ス
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
こ
こ
で
は
現
在
の
結
球
レ
タ
ス

を
中
心
に
述
べ
ま
す
。

作
型
と
関
連
す
る

作
物
特
性

生
育
気
候

　

起
源
地
の
気
候
を
反
映
し
て
20
℃
前
後

（
18
～
23
℃
）
の
冷
涼
を
好
み
ま
す
が
、

実
際
栽
培
で
は
順
化
に
よ
り
、
短
期
間
の

寒
暑
に
は
耐
え
ら
れ
ま
す
。
気
温
以
外
で

は
、
こ
れ
も
起
源
地
か
ら
推
察
で
き
る
よ

う
に
大
気
・
土
と
も
多
湿
を
嫌
い
ま
す
。

花
成
と
環
境

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
葉
根
菜
は
バ
ー

ナ
リ
植
物
、
つ
ま
り
花
茎
頂
の
分
化
に
一

定
の
低
温
を
要
し
、
高
温
・
長
日
下
で
花

茎
が
発
達
し
、
抽
苔
す
る
植
物
が
大
部
分

で
し
た
が
、
レ
タ
ス
、
す
く
な
く
と
も
現

在
の
栽
培
品
種
の
花
成
に
は
低
温
は
不
要

で
す
。
長
日
・
高
温
で
花
成
が
促
進
さ
れ

ま
す
が
、
短
日
・
低
温
で
も
ゆ
っ
く
り
で

は
あ
る
も
の
の
花
成
は
進
み
、
あ
る
程
度

齢
が
進
め
ば
い
ず
れ
は
抽
苔
す
る
植
物
で

す
。
実
際
の
栽
培
で
は
、
結
球
に
十
分
な

葉
数
が
発
達
し
、
収
穫
時
ま
で
に
花
序
が

肉
眼
で
わ
か
る
ほ
ど
発
達
し
て
い
な
け
れ

ば
よ
い
わ
け
で
す
。
要
は
茎
葉
の
発
達
・

結
球
と
抽
苔
と
の
競
争
に
な
り
ま
す
。
生

育
適
温
の
20
℃
を
超
え
る
ほ
ど
抽
苔
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
ま
り
ま
す
の
で
、
レ
タ
ス
に

お
け
る
高
温
は
生
育
障
害
に
も
増
し
て
抽

苔
促
進
が
怖
い
の
で
す
。

　

第
１
図
は
長
野
県
の
資
料
（
長
野
県
、

１
９
９
４
年
）
で
す
が
、
低
地
（
つ
ま
り

気
温
の
高
い
地
域
）
ほ
ど
播
種
危
険
な
時

期
が
増
え
ま
す
。
播
種
危
険
期
が
最
高
気

温
期
よ
り
１
・
５
カ
月
ほ
ど
先
に
ず
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
花
成
の
高
温
感
応
が

本
葉
５
～
６
枚
を
越
え
る
こ
ろ
か
ら
高
ま

る
た
め
で
す
。
な
お
、
第
1
図
で
利
用
し

た
品
種
は
＇
グ
レ
イ
ト
レ
イ
ク
ス
＇
で
す

が
、
現
在
で
は
も
っ
と
晩
抽
性
の
品
種
が

あ
る
の
で
、
播
種
危
険
期
は
第
１
図
よ
り

や
や
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不結球レタス

↑リーフレタス。赤葉のものはサニーレタスと
も呼ばれる。
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レタスは長日・高温で
抽苔が促進され

特に適温の20℃を超えるほど
そのスピードが早まります。
高温期の栽培は生理障害

だけでなく、抽苔促進にも注意
しなければなりません。

チシャ

↑下葉を掻きとって利用する
「カキチシャ」。 日本では
古くから栽培されてきた。

　　　　　　　　　　　　　→
中国で改良された茎を利用する
「クキチシャ」。 アスパラガス
レタスとも呼ばれる。

↑
生
育
適
温
20
℃
前
後
と
、
起
源
地
の
気
候
を
反
映
し

て
冷
涼
な
気
候
を
好
む
レ
タ
ス
。

↑レタスの花。

川上・菅平

第１図　レタス（グレイトレイクス）
　　　　の播種危険期

（長野県、1994）m
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上下中上下中上下中上下

播
種
危
険
期

4月

野辺山

開田

軽井沢
諏訪
松本
小諸

5月 6月 7月 8月



栽
培
所
要
期
間

　

比
較
的
高
温
期
の
栽
培
で
、
55
～
80
日

と
品
種
に
よ
り
大
差
が
あ
り
ま
す
。
前
述

の
よ
う
に
、
高
温
期
栽
培
は
結
球
と
抽
苔

の
競
争
と
い
っ
た
側
面
が
あ
る
の
で
、
早

生
ほ
ど
抽
苔
に
強
い
と
い
え
ま
す
。

主
要
作
型
と
特
徴

　

第
１
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
６
月
播
種

は
抽
苔
を
避
け
る
た
め
に
寒
地
（
図
線
の

頂
点
付
近
）
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
南
で
は

気
温
上
昇
期
（
図
線
の
左
外
側
）
と
気
温

下
降
期
（
図
線
の
右
外
側
）
を
利
用
し
た

栽
培
に
な
り
ま
す
。

　

第
２
図
に
基
本
作
型
と
地
域
別
作
期
を

示
し
ま
す
。

春
ま
き
栽
培

　

一
般
の
温
暖
地
で
は
５
～
６
月
の
収
穫

と
な
り
、
７
月
ど
り
は
寒
冷
地
が
有
利
と

な
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
播
種
期

が
低
温
期
と
な
る
の
で
ハ
ウ
ス
な
ど
で
の

保
温
育
苗
が
必
要
で
す
。
第
２
図
は
マ
ル

チ
定
植
（
レ
タ
ス
で
は
マ
ル
チ
利
用
が
多

い
）
を
想
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
よ
り

播
種
期
を
早
め
る
場
合
に
は
ト
ン
ネ
ル
や

ハ
ウ
ス
定
植
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

初
夏
ま
き
栽
培

　

最
も
抽
苔
し
や
す
い
６
月
中
心
の
播
種
、

８
～
９
月
収
穫
の
栽
培
で
、
寒
・
高
冷
地

に
限
定
さ
れ
ま
す
。

夏
秋
ま
き
栽
培

　

気
温
下
降
期
の
栽
培
で
す
が
、
露
地
収

穫
（
年
内
ど
り
）
と
保
温
収
穫
（
冬
春
ど

り
）
に
分
け
ま
し
た
。
な
お
露
地
収
穫
で

2014 タキイ最前線 冬春号　65

↑レタスはマルチ栽培が多いが、
播種期が低温になる春まき栽培
でも保温ためのマルチ利用が一
般的。

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 産地主要品種例
①　春まき栽培

暖地
～

温暖地

ステディ
スターレイ
デローサ

寒冷地 オアシス、ラプトル

②　初夏まき栽培

寒・高冷地
シーカー

マイヤー

③　夏秋まき栽培

A露地収穫

寒冷地
～

温暖地
～

暖地

サウザー

サーマルスター

ラプトル

早生サリナス

スターレイ
B保温収穫

温暖地
～

暖地

シスコビバ
アスレ
レイヤード、ツララ
フルバック

第２図　レタスの基本作型と地域別作期

　：播種　　　：定植　　　　：収穫期間　　　：非保温育苗　　　　：温床育苗　　　：本圃
　　　：トンネルまたはハウス              ←：適宜播種可能            

レタスの作型は主に
５～7月収穫の春まき栽培、
8～９月収穫の初夏まき栽培、
10～12月の年内どりと4月までの
冬春どりに分かれる夏秋まき栽培の

３つとなります。

春まき栽培



も
12
月
ど
り
な
ど
で
は
適
宜
ベ
タ
が
け
を

利
用
し
た
方
が
安
全
で
す
。

　

い
ず
れ
も
寒
冷
地
か
ら
暖
地
へ
と
播
種

期
が
遅
く
な
り
、
早
秋
期
収
穫
に
は
寒
冷

地
が
、
３
～
４
月
収
穫
は
暖
地
が
有
利
と

な
り
ま
す
。

シ
ュ
ン
ギ
ク

　

地
中
海
起
源
と
さ
れ
ま
す
が
、
野
菜
と

し
て
の
栽
培
は
中
国
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

生
育
適
温
は
15
～
20
℃
で
す
が
、
寒
暑

と
も
に
か
な
り
強
く
、
ハ
ウ
ス
・
ト
ン
ネ

ル
を
冬
は
保
温
、
夏
は
遮
光
に
利
用
す
れ

ば
多
く
の
地
域
で
周
年
栽
培
が
可
能
で
す
。

　

抽
苔
は
高
温
・
長
日
で
促
進
さ
れ
ま
す
。

株
ど
り
で
は
栽
培
期
間
が
30
～
40
日
と
短

い
の
で
問
題
は
少
な
い
で
す
が
、
長
期
の

摘
み
取
り
で
は
晩
抽
性
品
種
を
選
び
ま
す
。

ゴ
ボ
ウ

　

起
源
は
北
欧
、
シ
ベ
リ
ア
、
中
国
北
部

と
い
わ
れ
、
日
本
に
は
自
生
種
が
な
い
の

で
日
本
起
源
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
平
安

時
代
に
は
野
菜
と
し
て
記
録
が
あ
り
、
現

在
野
菜
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
る
の
は
日

本
だ
け
で
す
。

作
型
と
関
連
す
る
作
物
特
性

生
育
適
温

　

北
方
起
源
で
す
が
、
生
育
適
温
は
20
～

25
℃
と
比
較
的
高
温
性
で
、
日
本
で
は
夏

越
し
が
可
能
で
す
。
一
方
寒
さ
に
つ
い
て

は
、
地
上
部
は
3
℃
程
度
で
枯
死
し
ま
す

が
、
根
部
は
著
し
く
耐
寒
性
が
強
く
、
寒

地
で
も
露
地
で
越
冬
で
き
ま
す
。
前
回
に

述
べ
た
低
温
休
眠
性
の
作
物
と
い
え
ま
す
。

土
壌

　

長
根
作
物
な
の
で
耕
土
が
深
く
、
通
気

性
の
よ
い
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
土
壌
特
性
と
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
が
、
連
作
す
る
と
病
気
や
生
理

障
害
が
激
し
い
た
め
、
５
年
程
度
の
休
作

が
必
要
で
す
。

花
成
と
環
境

　

グ
リ
ー
ン
バ
ー
ナ
リ
型
で
、
基
本
栄
養

生
長
相
を
過
ぎ
て
か
ら
所
要
の
低
温
遭
遇

後
、
長
日
・
高
温
で
抽
苔
に
至
り
ま
す（
第

５
回
参
照
）。
花
成
に
は
品
種
間
差
が
大

き
く
、
選
抜
の
結
果
、
現
在
の
品
種
は
晩

抽
性
に
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本
栄
養
生
長

相
に
つ
い
て
は
多
く
の
品
種
が
根
径
１
㎝

以
上
に
な
る
ま
で
低
温
に
感
応
し
な
い
の

で
、
春
ま
き
栽
培
で
は
抽
苔
の
心
配
は
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
ま
き
栽
培
で
も
適
期
・
適
品
種
を
選

べ
ば
、
花
成
な
し
に
越
冬
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
葉
は
寒
さ
で
い
っ

た
ん
枯
れ
て
も
翌
春
に
再
び
葉
を
出
し
て

根
の
肥
大
を
続
け
ま
す
。

栽
培
所
要
期
間

　

早
掘
り
で
４
カ
月
、
一
般
に
６
カ
月
程

度
を
要
し
ま
す
。

主
要
作
型
と
特
徴

春
ま
き
栽
培

　

温
暖
地
で
４
～
５
月
（
寒
地
で
５
～
６

月
、
暖
地
で
３
～
４
月
）
に
播
種
し
、
８

～
12
月
（
寒
地
で
は
11
月
）
に
収
穫
し
ま

す
。
畑
で
越
冬
で
き
る
の
で
、
遅
ま
き
で

は
３
月
ご
ろ
ま
で
出
荷
可
能
で
す
。

秋
ま
き
栽
培

　

９
～
10
月
に
播
種
し
、
温
暖
地
で
は
６

～
７
月
、
寒
地
で
は
７
～
８
月
、
暖
地
で

は
５
～
６
月
か
ら
収
穫
し
ま
す
。
ト
ン
ネ

ル
な
ど
で
早
春
被
覆
す
れ
ば
収
穫
期
を
早

め
ら
れ
ま
す
。

野菜の作型と品種生態野菜の作型と品種生態
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↑ハウス・トンネルを冬季は保温、夏季は遮光
に利用することで多くの地域で周年栽培が可
能となっている。

↑日本原産ではないが、古来
より日本人に食されてきた
ゴボウ。

↑ゴボウの花。ゴボウは
グリーンバーナリ型で、
低温に遭遇後、長日・
高温で抽苔する。

↑春まき栽培はでは８～12月
に収穫し、秋まき栽培では
５～８月の間で収穫できる。

↑
低
温
期
の
収
穫
と
な
る
の
で
、
ト
ン
ネ
ル
、
ベ
タ

が
け
な
ど
の
保
温
が
必
要
。（
写
真
：「
フ
ル
バ
ッ

ク
」
の
収
穫
、
12
月
～
2
月
、
静
岡
県
）

↑
８
～
９
月
と
高
温
期
の
収
穫
と
な
る
の
で
、
栽
培

は
寒
・
高
冷
地
に
限
ら
れ
る
。（
写
真
：「
シ
ー
カ

ー
」
の
収
穫
、
8
月
、
岩
手
県
）

※本文中で掲載の品種はタキイでは取り扱いのないものもございます。（編集部）

夏秋まき栽培 初夏まき栽培
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